
被認定者に関する医学的所見等の解析調査

４０百万円（１２百万円）

環境保健部企画課石綿健康被害対策室

１．事業の概要

現在、石綿健康被害救済制度においては、被害者に対する迅速な救済が

求められているが、判定には高度な知識が要求されるうえ専門家が非常に

少なく、大量の事例を適切かつ効率的に判定することが困難な状況である。

また、石綿健康被害救済法施行後５年以内に、法律の施行の状況について

検討を加え、その結果に基づいて制度の見直しを行う（法附則第６条）こ

ととされており、その際医学的判定の考え方についても再検討される見通

しであることから、画像所見や病理所見等の医学的情報やばく露状況に関

する情報の収集・整理・解析を行うこととする。

①医学的所見解析調査

石綿健康被害救済法に基づく指定疾病であると認定されたものについ

て画像所見や病理所見の詳細解析を行い、併せて肺内石綿小体本数及び

石綿繊維本数の測定を行うことにより石綿ばく露に係る医学的所見を解

析する。

②石綿のばく露状況に関する調査

被認定者について居住歴、生活歴等に関する詳細なアンケート調査等

を実施してばく露経路の状況を把握する。また、労働現場と関連するば

く露歴が確認されない者については、石綿取扱い施設稼動時の居住地を

整理して全国的な分布を把握する。

２．事業計画

区 分 19 20 21 22～( )＊

被認定者に関する医学的所見等の解析調査

①医学的所見解析調査

②石綿のばく露状況に関する調査

：平成22年度に法制度の見直しに対応した予算の見直しを実施予定＊

３．施策の効果

医学的判定の対象となった指定疾病の事例について、その画像所見や病

理所見等の医学的情報を収集・整理した上で解析し、医学的判定における

資料とすることで、その後における適切で迅速な判定が期待できる。また、

医学的所見と併せて職業歴や居住歴を調査することにより、被認定者の特

徴・傾向が把握できる。

４．備考

調査費 39,600千円

（内訳）医学的所見解析調査、石綿のばく露状況に関する調査





被認定者に関する医学的所見等の解析調査

被認定者の情報 結果の反映

中央環境審議会・医学的情報

・職 業 歴 ・判定部会迅速な判定

・居 住 歴 ・判定小委員会

・審査分科会収集・整理・解析 申請者の負担軽減

救済法施行後５年以内に

・法律の施行状況の検討

・医学的判定の再検討


